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和文抄録：アメリカにおける若年妊娠・出産（teenpregnancyandchildbirth）は、若者の重大なリスク
行動として多大な関心が払われてきた。ところがこうした問題行動は、ここ30年ほどで大幅な減少傾
向にあることが統計的に明らかになっている。このような、アメリカにおける若年妊娠・出産の減少
傾向は、学校等で実施される性教育の充実・発展と無関係ではない。と言うのも、2010年代に入ると
アメリカでは、オバマ政権下で自己責任教育プログラム（personalresponsibilityeducationprogram，
PREP）が推進されることになるのだが、この自己責任教育こそが若年妊娠･出産の予防において重要
な役割を果たしていると考えられるのである。そこで本稿では、この自己責任教育の概要について述
べたうえで、幾つかのそのプログラムの実際を分析し、その特徴及び今後の課題について整理・検討
していく。
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1．アメリカにおける若年妊娠・出産問題
アメリカにおける若年妊娠・出産（teenpregnancyandchildbirth）は、若者の重大なリスク行動として多大な
関心が払われてきた。ところがこうした問題行動は、ここ30年ほどで大幅な減少傾向にあることが統計的に明
らかになっている。すなわち、図ｌに示されるように､同国の１５歳から１９歳の女性の出産率は、ピーク時の1991
年には千人あたり61.8人だったのだが､2014年にはこれが24.2人と実に半分以下に減少しているのである。この
間、ゼロ年代後半には一時的な増加を見せたこともあったものの、その後は再び一貫した減少へと転じ、そし
て今日に至るまで同国における過去最低水準を更新し続けている。
このような、アメリカにおける若年妊娠・出産の減少傾向は、学校等で実施される性教育の充実・発展と無
関係ではない。というのも、かねてよりアメリカでは、性感染症や望まない妊娠予防のために必要な、生殖・
避妊に関する知識教育を重視する性的リベラリズム流のセーフ・セックス（safbsex）教育と、性を神聖なもの
と見なす立場から婚前交渉の禁止を主張する、性的保守主義派の自己抑制のみ（abstinenceonly）教育との間で
の対立的状況が存在した。勿論、こうした対立は今なお存在するのだが、しかし概ね1990年代以降は、健康教
育学者のＨ・ハバー ド（BettyMHubbard）が指摘するように、むしろこのような思想的対立的状況を乗り越え
て、他の健康領域で効果が証明された理論に基づく、より実証的・効果的な性教育プログラムの開発・実践が
強く志向されるようになってきている1．いわゆる教育実践におけるエビデンス・ベイスド（evidence-based）思
潮であり、単に性の神聖性に訴えるのではなく、性的解放論に行き着くのでもない、効果的な性教育実践の在
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自己責任教育は、元々は1980年代末頃に、児童生徒の責任性向上のためのキャラクター・エデュケーション
の一種として、ミズーリ州セントルイスで草の根的に誕生したものである2。このように、キャラクター・エ
デュケーションの一種として誕生した自己責任教育は、その後いわゆるオバマケア改革の中で、若年妊娠・出
産予防のための性教育プログラムに統合される形で大きな注目を集めることになる。すなわち、2010年に成立
した「患者保護及び医療費負担適正化法」（PatientProtectionandAfYbrdableCareAct）の規定（2953条）により、
自己責任教育は若年妊娠や性感染症予防のための教育プログラムとして位置付けられ、かつ連邦政府の競争的
資金による助成対象となったことから、これ以降各州が活発にそのプログラムの開発・実践に着手することと
なったのである。そしてここに規定される自己責任教育には、その教育内容として①自己抑制と避妊の両方を
含むこと、②少なくとも三つ以上の成人期への移行に関する題材（adulthoodpreparationsubjects）を扱うことが
求められている３．そこで次に、この各々について詳しく見ていこう。
まず①についてであるが、これには更に幾つかの要件が定められている。第一に、若者の性行動の変容（性
行為を遅らせる、性的にアクティブな子どものコンドームその他の避妊具使用を高める、若年妊娠を減少させ
るなど）の面において、エビデンスに基づく効果的な任意のプログラムを全面的もしくは大幅に取り入れたも
のであること。第二に、医学的見地から見て正しいプログラムであること。第三に、性的にアクティブな子ど
もが、自己抑制や避妊具の使用を、責任ある性行動だと考えられるようになる教育活動を含むこと。第四に、
若年妊娠及び性感染症予防のための方法として、自己抑制と避妊の双方に相応の力点を置くものであること。
図１アメリカにおける１５歳－１９歳女性の出産率の推移（1980年-2014年、千人比）
(出典：ＢｒａｄｙＥ,Hamilton,JoyceAMartin,MicheIIeJ.K､Ostemman,ｅｔａｌ．“Births:FinalDatafor2014”ｉｎハハa"bna/WIaノ
S鱈応"bsRapo"S,６４:12,2015,ｐ,１９）
り方が、総じて模索されてきたのだと言える。
とはいえ、とりわけ2010年代以降の、若年出産（及び妊娠）のいっそうの減少は、私見ではこうしたエビデ
ンス・ベイスド思潮のみに拠るものではない。つまり、2010年代に入るとアメリカでは、オバマ政権下で自己
責任教育（personalresponsibilityeducatio､）プログラムが推進されることになるのだが、この自己責任教育こそ
が若年妊娠・出産の予防において重要な役割を果たしていると考えられるのである。ここでいう自己責任教育
は、個々の子どもの性行為や、ひいては大人になること（親となり子を持つこと）に伴う責任性の教育に力点
を置くという意味で、子どもの理性的側面への働き掛けを重視した教育プログラムであると捉えることができ
る。そこでは、詳しくは後述するが、より効果的な教育実践が志向されている点ではエビデンス・ベイスド思
潮の系統を汲むと言えるが、それに加えて従来的な性教育と、性教育以外の他の健康教育等との実践的統合が
企図されているという点に、最大の特徴がある。そのため以下、この自己責任教育について、その概要及び教
育プログラムの実際を分析していくことにしたい。
２．自己責任教育の概要
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第五に、子どもの年齢に応じた、適切な情報と活動を提供するものであること。第六に、そのプログラムにお
ける情報及び活動が、対象とする集団（人種等）の個々人にとって、最も適切な文化的脈絡において提供され
ることである。このように自己責任教育は、伝統的には対立関係にもあった自己抑制教育とセーフ・セックス
教育の双方を包含する、包括的性教育のプログラム群であり、かつそこにエビデンスに基づく確かな教育効果
等が要求されていると言える。
また②については､具体的には（ｉ）健康的な人間関係､（ii）青年期の発達､（iii）金融リテラシー （financial
literacy)、（iv）親子間のコミュニケー ション、（ｖ）教育及びキャリア上の成功、（vi）健康的なライフスキル
の六つが、成人期への移行に関する題材として位置付けられている。これらに関しては、連邦政府の児童家庭
局（AdministrationfbrChildrenandFamilies）がその各々 の鍵となるポイントを整理しているので、それを表ｌ
に示しておこう。
表１自己責任教育における成人期への移行に関する題材とそのポイント
題材名
健康的な人間関係
青年期の発達
金融リテラシー
親子間のコミュニケーショ
ン
教育及びキャリア上の成功
健康的なライフスキル
｜鍵となるポイント
子ども達の人間関係に関するプログラムは､一般に人間関係においてどのような関係性
を避けるべきかに焦点を当てるが､そこに健康的な人間関係構築のためのスキル習得が
含まれることは稀である。
プログラムが､性行為以外の他の行動形成に繋がるような人間関係に焦点を当てること
が重要である。
包容力や寛容さの育成に焦点を当て、かつ保護者やビア・エデュケーターその他の青少
年育成に係る大人を巻き込んだアクティブ・ラーニングが、成功の鍵となる。
望ましい青年期の発達とは、準備性（prepar ）と資質の形成によって達成されるの
であり、単に子どもが抱える問題を管理したり障壁を除去したりするだけでは不十分で
ある０
優れた介入の多くは、学齢期の子ども達を対象として十分に検証され、妥当性が確認さ
れた理論に裏打ちされたものである。
子ども達は、彼らが接することができるポジティブな大人との対話や相互作用を通じ
て、その典型的で向社会的なライフスタイルに接する中で、多くのアイデンティティを
模索していく。
|金融教育の提供者と連携協力する。
若年妊娠予防プログラムの最初か最後に、この種の内容を盛り込むことを検討する。
単なるお金の取り扱いを超えて､お金に係る問題の複雑さに対処するための様々なスキ
ルに焦点を当てる。
保護者と連絡を取り合い､彼らが自身の子どもと性について語り合ってもらうよう支援
するためのアプローチは、多種多様なものがある。
保健福祉省が承認する28のエビデンス・ベイスドのモデルのうち、７つは保護者参加の
内容を含む形で構成されている。
子ども達に効果的な教育プログラムは､性教育の授業について子どもが保護者と語り合
う、家庭での学習を取り入れたものである。
教育及びキャリアに焦点を当てたプログラムは､年長の10代を対象としたものが多いの
だが、より若い人々（18歳以下など）を対象としたプログラムも効果的である。
キャリア上の成功や就職斡旋は、多くのこの種のプログラム（中退予防、就業体験等）
の目標であり、外部の機関と連携協力して実施することも可能である。
日常生活で必要となる諸スキルは、青少年の学習過程のあらゆる段階で、そして所属す
る社会的文化的集団によって絶えず変化するものである。
ライフスキルのトレーニングに焦点を当てた、多くの優れた介入が存在する。
(出典：theUnitedStatesDepartmentofHealthandHumanServices,AdministrationforChildrenandFamilies，“Adulthood
PreparationSubjectsResourceGuide"，2012,ｐ,3）
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このように、今日の自己責任教育は、健康的な人間関係の在り方や望ましい青年期の発達、ライフスキルの
習得や親子間のコミュニケーションの向上についてなど、性教育以外の健康教育（及び道徳教育）の要素を含
めつつも、更にはキャリア形成や金融経済に関する学習など、極めて広範な内容をカバーしたものとなってい
る。そこでは、従来的な自己抑制とセーフ・セックスの指導のみに限定されない、人間形成全般を見据えた包
括的・統合的な性教育及び若年妊娠・出産予防の一つの在り方が提示されていると言えよう。以上のことを踏
まえた上で、次にその具体的なプログラム例を分析していきたい。
３．自己責任教育のプログラム例
自己責任教育のプログラムは、他の競争的資金によるプログラムと同様、各州政府や学者、専門家等によっ
て様々 なものが開発されている。ここでは､そうしたプログラムの一例として､｢現実を直視しよう」（GetReal，
GR）と「誇りを、責任を、自己防衛を」（BeProud1BeResponsible1BeProtective1,BPBRBP）を取り上げること
としたい。
まずGRは､マサチューセッツ州ブランド･ペアレントフッド連盟(PlannedParenthoodLeagueofMassachusetts）
によって開発されたプログラムであり、ミドルスクール（第６学年一第８学年）用とハイスクール（第９学年）
用がある。ミドルスクール用は各学年とも年間で９単位時間（ｌ単位時間は45分間かそれ以上を想定)､ハイス
クール用は年間８単位時間から成り、更にハイスクール用については、これに加えて３単位時間の追加の授業
がオプションとして設定されている。そしてこのプログラムの力点は、健康的な人間関係と責任ある意思決定
に必要な社会的・情緒的スキルの習得に置かれており、性的健康や性行為の予防についての学習、また性につ
いての第一義的教育者としての親の役割の理解及び支援等をその内容とする。
表２は、このうちハイスクール（第９学年）用のカリキュラムとその概要をまとめたものである。ここに示
されるように、ＧＲではまず性に関する諸概念（セクシャリティ、ジェンダー、性的健康等）を整理した上で、
性行為がもたらす性感染症等のリスク、そしてパートナーへの責任や自己の人生設計への影響等の学習から、
責任ある性行動と健康的な人間関係構築の重要性を認識させるものとなっている。その中で、コンドーム使用
による避妊方法や、性行為の延期のための交渉方法についても体験的に学習させることで、性的健康を守るた
めの実践的スキル習得が目指されているのも特徴的である。更に、オプションの単元では、生殖機能の構造や
性的アイデンティティ、メディアリテラシーと性といった、より発展的な学習内容が用意されている。
表２ＧＲのカリキュラムとその概要（第９学年用）
単元名
ｌ：セクシャリテイへの導入
２：ジェンダー、性、共有責任
各単元における学習内容の概要
授業の見通しや､授業集団内の各個人の権利及び責任が確認される。生徒は、
セクシャリティという概念から連想されることをブレーンストーミングす
るが、その中でセクシャリティに関する情報へのアクセスや、それに対する
自身の価値観の明確化をサポートしてくれる大人（保護者等）の存在を把握
する。その後、セクシャリテイや性的健康の定義付けを経て、各生徒はクラ
スの他の生徒がセクシャリテイについてどのような価値観や信条を有する
のかを知るために、匿名のアンケートに回答する。
生徒は、ステレオタイプ的なジェンダーの概念を押さえた上で、生物学的な
性とジェンダーの違いを把握し、そしてジェンダーと性に対する自身の気持
ちをブレーンストーミングする。彼らは、性的責任としてどのようなものが
あるかを探求し、関係性の中で共有されるような責任の在り方を考え、提案
する。宿題として、カップル間の責任について保護者等へのインタビューを
行う家庭内学習を課す。
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３：妊娠予防の理由と方法
４：性感染症及びエイズ予防
５：性的リスクとローリスクな親友関係
６：性行為延期と予防のための交渉
７：健康的及び不健康な関係性
８：リスク及び性的ヘルスケアの算定
オプションＡ：生殖機能の生体構造
オプションＢ：性的アイデンティティ
オプションＣ：ソーシャルメディアのり
テラシーとセクシャリティ
生徒は、望まない妊娠が個人の人生設計にどのような影響を与えるのかを考
えた後、一般的な産児制限の方法に関する事実を調査するためのグループ活
動に参加する。そこで彼らは、次回の体験活動に備えて、コンドームの適切
な使用法について確認する。
この授業は、生徒が性感染症について知っていることを把握するために、ク
イズからスタートする。生徒は、コンドーム使用に対する賛否両論を調査し
た後、ペアで練習具にコンドームを付ける活動を通じて、正しいコンドーム
の使用法を実践的に学習する。更に、アルコール摂取や他の薬物使用が、コ
ンドームの使用スキルにいかに悪影響を及ぼし得るかについて取り上げる
のも良い。
生徒は、リスク行動が記されたカードの束を使用し、様々な性行為のリスク
について調べる。性行為とそのリスクについて、安易な決めつけをしないこ
とがなぜ重要なのかを示すために、架空のシナリオを用いて多様なリスク行
動を確認する。そしてペアになった人と一緒に、様々なシナリオにおける諸
選択の可否を分析し、実際にそのシナリオの登場人物が、性交渉の際に健康
的な意思決定をする場合の行動をロールプレイする。
生徒は、性行為をしようと相手を口説く方法についてブレーンストーミング
し、人がどのような理由・判断から、性行為をするかしないかの選択をする
のかを議論する。その後、ペアまたは小グループに分かれて、性的なプレッ
シャーに抵抗する方法について助言を受けつつ、性行為の提案を断る技術の
練習を行い、性的ヘルスケアヘのアクセスに関する様々なシナリオを分析す
る◎
生徒は、自己の人間関係に関する価値を明確化するための一連の働き掛けに
応答する。彼らは、健康的及び不健康な関係性の特色についてブレーンス
トーミングし、（健康的な）関係性を破壊しかねないものとしてどのような
ものがあるかを調査する。そして健康的な人間関係が性的健康においてなぜ
重要であるのかを議論し、不健康な関係性を助長し得る潜在的なリソースを
特定する。更に宿題として、健康的な関係性とはどのようなものか、保護者
にインタビューを行う。
生徒は、この授業の総括として、この授業全体を通じて取り組んだことを性
的健康に関する肯定的なメッセージとしてまとめて発表する。彼らは、自己
の性的リスクレベルについて自己評価を行った後、そのリスクを減らし性的
健康の増進を図るための３つのステップについて考える。教師は、生徒の現
在及び将来におけるセクシャリテイに関する健康的な意思決定能力を鼓舞
し、この授業を終える。
このオプションの単元では、男性及び女性の生殖機能の（受精のプロセスだ
けではない）生体構造について概説する。
このオプションの単元で生徒は、性的アイデンティティの様々な側面（生物
学上の性、ジェンダー・アイデンティティ、ジェンダー表明、性的志向等）
についての自身の考えを整理する。彼らは、こうした多様な性的アイデン
ティティの側面を様々な観点から学び､他者の性的アイデンティティを尊重
することの大切さについて議論する。
このオプションの単元は、生徒が自身の人間関係において、ソーシャルメ
ディアがいかなる影響を与え得るかを学ぶ一助となる。彼らはネットいじめ
について議論し、こうした状況下でいかなる役割を果たし得るかをケースス
タディーを通じて検討する。そして、ソーシャルメディアのサイトからいじ
めや嫌がらせを無くすための、ガイドライン作りに取り組む。更に発展的な
自宅学習として、性的健康に関するアプリのレビューを作成する。
(出典：ＥＴＲAssociates,“BeProud1BeResponsible1BeProtective1Curriculum"，http://www・etr・org/ebi/programs/get･real/，
最終確認2017年５月１日）
帖佐尚人：キャラクター・エデュケーションと性教育３９
次に取り上げるBPBRBPは、対象年齢としては14歳から１８歳の女子が想定されている。そして先のGRが通常
学級における子ども一般を対象としたものであるのに対し、このBPBRBPは性的にアクティブな女子、とりわ
け既に妊娠中の者や、更には出産をして子を持つよりハイリスクな子どもをターゲットとしている点に特色が
ある。授業時数としては、ｌ単位時間60分間の計八単位時間で構成されており、性感染症や習‘慣性妊娠（repeat
pregnancies）のリスクの学習の他、若くして母親となること（motherhood）に伴うリスクやその責任について
考えることにも重点が置かれている（表３参照)。
表３BPBRBPのカリキュラムとその概要
単元名
ｌ：ＨＩＶ及びエイズと、１０代で母親に
なることへの導入
２：HIV及び望まない妊娠に関する知
識獲得
３：ＨＩＶ感染及び望まない習慣性妊娠
の危険性の理解
４：ＨＩＶ感染及び望まない習慣性妊娠
の危険性の理解（その２）
５：ＨＩＶ/エイズとセーフ・セックスに
ついての態度及び信条
６：ＨＩＶ/エイズとセーフ・セックスに
ついての態度及び信条（その２）
７：コンドーム使用スキルの獲得
８：交渉及び拒否のスキル獲得
｜各単元における学習内容の概要
受講者にこのプログラムについて説明し、受講者集団が居心地の良く、まと
まりがあって生産的なものとなるようにする。／受講者から、誇りと責任あ
る意思決定者になりたいという意欲を引き出す。／自己とコミュニティを守
るというゴールに方向づける。／HIV及びエイズに関する事実に基づく情報
を提供する。／早すぎる妊娠・出産が母子双方にとってどれほどリスクとな
るか、また習慣性妊娠がそのリスクをいかに高めるかについて、事実に基づ
く情報を提供する。／習慣性妊娠に繋がる行為（避妊具を使わない性行為）
が、HIV感染のリスクを高めることを理解させる。
HIVの原因、感染経路及び予防方法についての正しい知識を提供することで、
根拠のない知識に踊らされないようにする。／セーフ・セックスについての
知識及び望まない習慣性妊娠を避けるための方法について、理解を強化する。
彼女達が、HIV感染と望まない習慣性妊娠に至るリスクが高いことを認識させる。
／セーフ．セックスをする（危険な性行為をしない）責任が誰にあるのかを検討す
る。／HlV及びセーフ・セックスについての様々な考えを検討する。
彼女達が､ＨＩＶ感染と望まない習慣性妊娠に至るリスクが高いことを認識させ
る。／ＨＩＶ及びセーフ・セックスについての様々な考えを検討する。／各種
の性行為に伴うリスクのレベルを分類する。／HIV感染と望まない習慣性妊
娠について、彼女達自身のリスクレベルを見極める。
リスクの高い性的行為に繋がるような態度及び信念の影響を説明する。／リ
スクの高い性的行為を促進するネガティブな態度及び信念を抑制する。／
HIV感染と望まない妊娠のリスクを減らすことについての､受講者の責任感を
育成する。／セーフ・セックスについての知識及び望まない習‘慣性妊娠を避
けるための方法について、理解を強化する。
出産に関するプランニングをさせる。／セーフ・セックスについての知識及
び望まない習‘慣性妊娠を避けるための方法について、理解を強化する。／目
標設定能力を高める。
HIVのリスクに関係する行為を避けるための誇りと責任を高める｡／コンドー
ム使用の障壁となるものを分析し、こうした障壁を無くしていくための手立
てを示す。／コンドーム使用に対する態度と行為の関係性を検討する。／コ
ンドームの正しい使い方及びそれらを使用することの良さについての、知識
や快適さ、スキルを高める。／避妊具を使用しない性行為がもたらす結果に
ついて、受講者の理解を促す。
受講者のコミュニケー ション及び交渉スキルを強化し､ＨＩＶ感染を含む性感染
症への催患や望まない習慣性妊娠に至るリスクのある状況下に置かれた際
に、拒否する力を高める。／自己抑制を含むセーフ・セックス実践への、受
講者の意欲を高める。／自己抑制を含むセーフ・セックスを要求する交渉ス
キルを狸得する。／復習とフィードバックを通じ､これまで学んだHIV及び妊
娠予防に関する知識・スキルを確認・補強する。
-,ersonalResponsibilityEducationProgram、震BeProud1BeRegDonsibIe1BeProt信(出典:TheWashingtonStatePersonalResponibiltyEducationPrgam,“BeProud1BeResponsibIe1BProtecive1Curric‐
ulum''，htlp://www､waprepforhealthyyouth､org/downloads/BeProud-Be-ResponsibIe-Be-Protective,pdf、最終確認2017年５
月１日）
.utn､org/downIoads/BeProud-Be-ResponsibIe Protective.､df、最終確認2Ｃ
以上のように自己責任教育は、単に自己抑制教育とセーフ・セックス教育という、従来的な性教育の手法を
統合した教育プログラムにとどまるものではない。それは、キャラクター・エデュケーションにおける中心的
価値の一つとしての責任（ここでは、特に自己の性的行為に伴う責任）の教育をプログラムの中核に据え、か
つ関係性や青年期の発達についての学習、コミュニケーションスキルの獲得といった他の健康教育連関の内容
ともリンクさせた、極めて包括的・統合的なプログラムであると評価できよう。
４．小結
以上、本章では、アメリカにおける性教育の今日的展開としての自己責任教育について、その概要とプログ
ラムの実際について分析した。そこで最後に、今後こうした自己責任教育が更なる発展を遂げていく上での課
題について、簡潔にまとめておこう。
第一に、こうした教育プログラムを、そのニーズを有する児童生徒集団に適切に提供できる機会の確保・充
実である。特にBPBRBPのように、極めて限定的な集団をターゲットとしたプログラムの場合、そうしたニー
ズを有する児童生徒をいかに把握し、かつどういった機会や場所において定期的に提供するかという点が重要
になる。この点に関して、近年アメリカでは、学校内に居を構える保健医療機関としての学校拠点型保健セン
ター （school-basedhealthcenter,SBHC）が、全米各地に設立されつつある4．このSBHCについての詳しい説明
は別稿sに譲るが､多数の保健医療分野の専門家を擁し､学校内でそのサービス提供を行うSBHCが今後よりいっ
そう拡充していくことで、より多くの性的保健ニーズを有する児童生徒への、効果的なプログラム提供が可能
になるものと考えられる。
第二に、こうした自己責任教育とは別途に、（将来世代における）児童虐待予防教育のプログラムとして開発
されている親への準備教育（paremingeducationfbradolescent)‘との接合を図っていくことである。すなわち､個
人の性的行為に伴うリスク及び責任とは、その人自身やパートナーのみに掛かってくるのではない。児童精神
医学者のJ､ウェストマン（JackCWestman）が指摘するように、精神的･社会経済的に未熟な青年期の子どもが
親となることは児童虐待・ネグレクト発生の重大なリスクとなっている7のであり、その意味で個人の性的行為
(特に若年妊娠･出産）に際しては、生まれてくる子どもに対する責任という側面が十分に強調されなければな
らない。勿論、こうしたリスクが存在することをもって、青年期の子どもが親となるのを一律に禁止すること
については、その自由制約の是非を慎重に検討しなければならないが、少なくともこうしたリスクの存在につ
いて、他の性教育の内容との関連付けの中で取り上げることは、彼らがより責任ある性的判断力を身に着ける
上で不可欠のことと考えられる。そのため今後は、自己責任教育のプログラム内に児童虐待予防の観点、つま
り若年妊娠・出産によって生まれてくる子どもへの責任という観点を取り入ることで、その更なる内容的充実
を図っていくことが期待されるところである。
これらの点に加えて、オバマ政権に代わって2017年１月に誕生した共和党のトランプ政権の下、今後どのよ
うな性教育施策が展開され、その中で自己責任教育がどう位置付けられていくのか。そうした政策動向にも注
視することとし、本稿での考察を終えることにしたい。
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CharacterEducationandSexEducation
:AStudyofthePersonalResponsibilityEducationProgram(PREP)intheUnitedStates
ＮａｏｔｏＣＨＯＳＡ
IntheUnitedStates,greatinteresthasbeenpaidtoteenpregnancyandchildbirthasseriousrisk-takingbehaviorsofthe
youths､HoweveEitbecomesclearstatisticallythattheseproblematicactionsareshowingatendencytodecreasefbrthese
past30yearsinAmerica,andthistendencyisnotunrelatedtoenhancementanddevelopmentofthesexeducationcarried
outinschoolsandothers・Itisbecause,intheU.S､,thepersonalresponsibilityeducationprogram(PREP)waspromoted
undertheObamaadministrationanditisthoughtthatthiseducationprogramplaysanimportantroleinthepreventionof
adolescempregnancy､SointhispapeEI(i)overviewthepersonalresponsibilityeducationprogram,(ii)analyzeseveral
curriculaofthisprogram,and(iii)examineitscharacteristicsandfilturetasks．
ＫｅｙＷ０ｒｄｓ:ｓｅｘeducation,teenpregnancyandchildbirth,personalresponsibilityeducatio､,charactereducation
